
地震調査研究推進本部政策委員会 
第４２回調査観測計画部会議事要旨 

 
 
日時  平成１８年３月２２日（水） １０時３０分～１２時１０分 
 
場所  （財）地震予知総合研究振興会 千代田ビル ５階会議室 

  東京都千代田区猿楽町１－５－１８ 
 
議題 
（１）前回議事要旨について 
（２）基盤的調査観測の観測体制に関するワーキンググループの調査審議結果につ

いて 
（３）専門委員会及びワーキンググループの廃止について 
（４）平成１８年度の重点的調査観測及び基盤的調査観測対象活断層の追加調査・

補完調査について 
（５）地震・津波観測監視システムについて 
（６）首都圏における地殻構造調査・地殻活動観測等について 
（７）その他 
 

配付資料 
資料 計４２－（１）前回議事要旨（案） 
資料 計４２－（２）今後の高感度地震計の基盤的観測網について 
資料 計４２－（３）平成１８年度の重点的調査観測及び基盤的調査観測対象活断

層の追加調査・補完調査について（案） 
資料 計４２－（４）地震・津波観測監視システムの構築について 
資料 計４２－（５）首都圏における地殻構造調査・地殻活動観測等について 
資料 計４２－（６）首都直下地震に関する調査観測ワーキンググループ（仮称）

の設置について（案） 
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  佐藤 比呂志  国立大学法人東京大学地震研究所教授 
  津沢 正晴  国土地理院測地観測センター長 
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事務局   

西尾 典眞 研究開発局地震・防災研究課長 
横山 博文 研究開発局地震・防災研究課地震調査管理官 
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議事概要 

・ 前回議事要旨（案）について了承した。 
・ 基盤的調査観測の観測体制に関するワーキンググループの調査審議結果につ

いて、事務局から説明があった。とりまとめ結果については、事務局で事実

確認の上、一部修正を行うこととした。 
・「海溝型地震を対象とした重点的調査観測手法検討専門委員会」、「活断層を

対象とした重点的調査観測手法等検討専門委員会」、「基盤的調査観測の観

測体制に関するワーキンググループ」を廃止することを決定した。 
・ 平成１８年度の重点的調査観測の実施機関及び調査観測の内容、並びに基盤

的調査観測対象活断層の追加調査・補完調査の実施機関及び調査対象につい

て事務局から説明があり、その進め方について適切であることを確認した。 
・ 文部科学省の平成１８年度からの新規施策である「地震・津波観測監視シス

テムの構築」について説明があった。 
・ 首都直下地震である南関東で発生するＭ７程度の地震等を対象に、今後重点

的調査観測に取り組むことを見据え、具体的な調査観測の内容について検討

するため、首都直下地震に関する調査観測ワーキンググループ（仮称）を設

置することを決定した。 
・ 気象庁の緊急地震速報のような即時的な地震・防災対策の推進に資するため、

調査観測計画部会として検討すべきことがないかを議論することとし、次回

そのための実態把握の機会を設けることとした。 


